






学習の概要に関するレポート 

 

 私は自分の専攻が教育ということもあり教育学部の授業をメインに授業をと

りました。授業では現在のフィンランドの教育の基盤となっている教育制度の

仕組みや根幹となっている考え方を学び、各授業でテーマを変えながら教育に

ついて考えを巡らせました。授業中は他国からの留学生やフィンランド人との

テーマについて考察、批判等を通して互いに意見を出し合いその意見について

さらに議論を深めるということをしました。フィンランドの教育を学ぶことで

おのずと自国の教育について改めて見つめ直すことができましたし、フィンラ

ンドだけでなく他国の教育も考えながらより多角的に教育について考えを深め

ることができました。 

 

 ユヴァスキュラ大学には言語系の教師を育成する Juliet program というもの

があるのですが私はそのプログラムの多くの授業をとりました。それを通して

フィンランドでの教師教育のどのように行われているのかを見ることができま

した。日本の大学と共通する部分も異なる部分もありましたが、優秀な教員が

多数輩出されているフィンランドでの教師教育を見ることができたのは１つ収

穫だったかと思います。 

 

 また授業以外にも(授業中にも)フィンランドの小中学校に訪れることができ

ました。教室内でしか感じられない授業中の雰囲気や先生と生徒の関係性、設

備機器、また授業外での生徒の様子など大学での学習だけではわからないよう

なこともみることができました。時には１日を通して学校に滞在することもあ

ったので部分的にではありますがフィンランドの教師が実際にどのように働い

ているのかを見ることもできました。 

 

 僕はあまりとっていませんでしたが場合によっては自分の専攻外の授業もと

ることが可能なようなので、幅広く学びたい方にとってもいい大学かもしれま

せん。自分にあった学びを見つけられる大学だと僕は思っています。 



生活の概要に関するレポート 

 

 まずユヴァスキュラの街について説明すると、緑と湖に囲まれたフィンラン

ド中部の小さな街ですが、必要なものはだいたい手に入る割と便利のいい街で

す。毎日留学生たちは自転車で 10 分から 20 分ほどかけて自然の中を大学に向

かうことになります。日本とはまったく違う気候の中で移り変わる景色の中を

毎日通学するのは僕の１つの楽しみでした。その気候ですが真夏でも 30℃にい

くかいかないか、真冬日は−30℃と日本ではありえない気候なわけですが、ルス

カ(紅葉)、湖上スケートからサマーコテージまでフィンランドの四？季を思う存

分味わいました。 

 

 大学についてですが(留)学生に対するサポートは非常に手厚かったです。まず

留学生には学生チューターがついて諸々の手続きや日々の生活を助けてくれ、

人によってはいろんな場所に連れて行ってくれるなど本当によくしくれます。

学生支援室のスタッフの方も非常に親切でわからないことがあれば何から何ま

で優しく教えてくれます。このようなサポートもあって日常(学校)生活で困るこ

とは基本的にありませんでした。 

 

 続いてアパートに関してですが、留学生は基本的に他の留学生と共同生活を

することになります。要望をしない限りランダムに振り分けられるようなので

行ってみてから初めてわかるのですが大体２、３人で一緒に住み、キッチン、

バスルーム、リビングを共有、そして各個人が自分の部屋を持つというのが一

般的です。近所の人と共有で洗濯室があり週３回ほどのシフト制でサウナにも

無料で入れます。部屋は広々していて何不自由なく生活を送れます。 

 

 基本的にユヴァスキュラで生活の不便はあまり感じません。自転車と防寒具

さへあればオッケーだと思っています。むしろ一度住んでみて、僕はもっと長

い間ユヴァスキュラに滞在していたかったなと思えるようなすばらしい街と環

境でした。 


